
頼
成
勢
今
年
は
二
位(
紫)
と
五
位(

青)

に

第
四
十
回
地
区
民
運
動
会
開
く

第
四
十
回
地
区
民
運
動
会
が

台
風
十
九
号
接
近
中
で
生
憎
の

雨
模
様
と
な
っ
た
十
月
五
日
、

庄
東
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
頼
成
は
、
昨
年
の
四

位
と
五
位
を
上
回
り
、
紫
団
が

総
合
で
二
位
、
青
団
が
五
位
と

な
り
ま
し
た
。

近
年
、
賴
成
チ
ー
ム
は
三
十

五
回
、
三
十
七
回
の
三
位
が
最

高
の
成
績
で
し
た
の
で
、
二
位

獲
得
は
久
し
ぶ
り
の
快
挙
で
し

た
。終

了
後
い

か
る
ぎ
館
で

反
省
会
が
開
か
れ
、
世
代
間
の
親
睦

を
深
め
な
が
ら
来
年
の
健
闘
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
は
白
団(

福
山)

で
、

昨
年
優
勝
の
黄
団(

三
合
新)

は
三
位

で
し
た
。

四
位
緑
団(

徳
万)

、
六
位
赤
団(

安

川)

、
七
位
エ
ン
ジ
団(

安
川)

で
し

た
。

１位に土改理事賞のかかった「一致団結」 紫団健闘する

応援席

積
み
重
ね
た
五
千
年
の
営
み
の
証

徳
万
・
賴
成
遺
跡
か
ら
縄
文
縦
穴
住
居
址
な
ど

砺
波
東
バ
イ
パ
ス
延
伸
に
伴

う
遺
跡
発
掘
調
査
の
説
明
会
が

十
月
四
日
、
百
三
十
人
余
り
の

見
学
者
を
集
め
て
現
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
文
化
振
興
財
団
の
埋

蔵
文
化
財
事
務
所
の
職
員
か
ら

出
土
し
た
遺
跡
や
遺
物
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。今

か
ら
五
千
年
ほ
ど
さ
か
の

ぼ
る
縄
文
中
期
の
竪
穴
式
住
居

跡
や
土
器
・
石
斧
が
見
つ
か
っ

た
ほ
か
、
平
安
時
代
の
水
田
、

人
や
牛
の
足
跡
、
須
恵
器
な

ど
、
五
千
年
に
わ
た
る
こ
の
土

地
の
人
び
と
の
生
活
の
営
み
を

う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
資
料
が

出
土
し
ま
し
た
。

縄
文
中
期
と
言
え
ば
、
今
か
ら
約
五
千
五
百
年
か
ら

四
千
五
百
年
前
の
時
代
で
す
。
今
、
私
た
ち
が
生
活
を

し
て
い
る
こ
の
土
地
に
は
、
そ
ん
な
昔
む
か
し
か
ら
泣

い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
人
び
と
が
生
き
続
け
て
き

た
の
で
す
。
こ
の
竪
穴
式
住
居
の
住
人

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
今
も
徳
万
・
賴
成
の
誰

か
の
中
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

竪穴式住居

趣
味
の
域
超
え
る

手
業
の
冴
え

第
十
回
市
老
連
作
品
展

今
年
で
第
十
回
を
迎
え

た
砺
波
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
「
趣
味
の
作
品展

」
が
、
十

月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
砺
波
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
林

要
矩
さ
ん
の
「
八
角
納
骨
堂
」
と
北

條
蘇
春
さ
ん
の
「
花
器
」
が
出
展
さ

れ
ま
し
た
。
と
も
に
趣
味
の
域
を
超
え
る
本
格
的
な
作

品
で
参
観
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

園
児
ら
と
交
流

ふ
れ
愛
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

十
月
二
十
三
日
、
県
西
部

体
育
館
で
、
市
老
連
主
催
の

第
十
回
ふ
れ
愛
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
会
員
の

親
睦
と
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

幼
児
と
の
世
代
間
交
流
を
し

な
が
ら
健
康
保
持
に
も
役
立

て
よ
う
と
い
う
こ
の
集
い

に
、
市
内
の
二
十
一
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
会
員
五
七
六

人
、
園
児
一
五
〇
人
あ
ま
り

が
参
加
、
会
員
と
園
児
が
ペ
ア
に
な
っ
て
大
玉
転
が
し

や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
に
興
じ
、
健
康
作
り
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
か
ね
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
林
孝
行
会
長
、
林
鐵
史
・
林
正
子
両
副

会
長
ら
光
寿
会
役
員
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

光寿



貴
重
な
技
の
伝
承
続
け
る

善
導
常
会
の
注
連
縄
づ
く
り

林
神
社
の
神
域
を
限
る
大
切
な
注
連
縄
。
今
年
は
十

一
月
一
日
夜
、
賴
成
営
農
の
作
業
場
で
善
導
常
会
の
皆

さ
ん
総
出
の
奉
仕
作
業
で
作
ら
れ
ま
す
。

神
祇
辞
典
に
よ
れ
ば
注
連
縄
は
標
縄
・
七
五
三
縄
と

も
書
き
表
し
「
新
し
き
稲
藁
を

左
綯
い
に
縒
り
て
作
り
、
こ
れ

に
紙
垂(

シ
デ)

を
挿
み
て
垂

る
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
年
の
新
藁
を
使
い
特
別

な
な
い
方
で
作
る
注
連
縄
作
り

の
技
を
、
絶
え
る
こ
と
な
く
後

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
、
善
導
の
皆
さ
ん
に
は
た
い

へ
ん
で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

大人たちも

子どもたちも

⌘⌘ 力合わせ いかるぎ館 花壇植え替え力合わせ いかるぎ館 花壇植え替え ⌘⌘
いかるぎ館の花壇の植え替え作業が、秋晴

れの好天に恵まれた１０月１９日、子どもか
ら大人まで多くの地区民が参加して行われま
した。各団体毎に作業が割り振られて、チュ
ーリップ球根や秋咲きの花などが手際よく植
え込まれました。また、当日は早朝、地区民
総出でゴミ拾いも行われ、間近に迫った秋の
祭礼を前に賴成全域がすっきりとクリーンア
ップされました。

い
か
る
ぎ
館
内
部
の
一
部
改
造

事
務
室
・
物
置
一
体
化
で
利
便
性
向
上

こ
の
ほ
ど
い
か
る
ぎ
館
の
事
務
室
と
物
置
の
間
の
間
仕

切
り
の
一
部
が
取
り
払
わ
れ
引
き
戸
が
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り

両
室
を
一
体
的
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

の
際
の
事
務
方
、
裏
方
の

仕
事
の
利
便
性
が
向
上
す

る
な
ど
活
用
の
範
囲
が
広

が
り
ま
し
た
。

今回は、 名作映画「学び座 ソーランの歌
が聞こえる」を鑑賞しました。日本最北端の
町、稚内市の稚内南中学校で実際にあった感動
的な実話に基づいた映画で、今でも各地の様々
な集会で上映されています。

午後は四字名句「会者定離」と「明珠在掌」について調べ書写し
ました。仏説阿弥陀経の読誦も例月どおり行いました。

次回は１１月６日です。
(第３水曜日ではありませんのでご注意ください)

光寿会との共催で会員さん丹精の菊
花を観賞しながらお茶をお楽しみくだ

〜さい。９時 １５時３０分
林 孝雄 林 孝行

今年の出展者 林喜與志 北條蘇春
(敬称略) 武部琉子 林 邦子

らんじょ浮世亭だより

光寿会会員菊花展゜光寿会会員菊花展゜

第５回

秋の一泊旅行

金太郎温泉

11月１９日(水)

～２０日(木)

会費

男 ￥１４．０００
女 ￥１３．０００
出発 JA庄東支店前

14:３０
誘い合わせて
ご参加ください

市 内 バ ス 時 刻 表

下賴成 7:43 9:51 13:07 16:22

中賴成 7:44 9:51 13:06 16:21

小学校 7:46 9:53 13:04 16:19

太子堂 7:47 9:54 13:03 16:18

農協 7:48 9:55 13:02 16:17

中学校 7:49 9:56 13:01 16:16

庄東センター 7:50 9:57 13:00 16:15

市営バスダイヤが改正されました

▼
鳴
り
物
入
り
で
登
場
し
た
女
性
閣
僚
五
人
の
う
ち

二
人
が
政
治
資
金
疑
惑
を
め
ぐ
っ
て
同
日
辞
任
と
い
う

異
例
の
事
態
が
起
き
た
。

▼
元
首
相
の
娘
は
親
か
ら
引
き
継
い
だ
旧
態
依
然
た

る
選
挙
地
盤
に
足
を
す
く
わ
れ
た
が
、
自
ら
の
選
挙
地

盤
に
さ
え
目
配
り
の
出
来
な
い
政
治
家
に
重
要
な
経
済

閣
僚
は
務
ま
る
ま
い
。

▼
誰
が
見
て
も
団
扇
に
し
か
見
え
な
い
も
の
を
、
柄
の
つ
い

た
ウ
チ
ワ
の
よ
う
な
も
の
な
ど
と
詭
弁
を
弄
し
て
疑
惑
の
言

い
逃
れ
を
は
か
る
政
治
家
に
「
法
の
番
人
」
の
ト
ッ
プ
の
座

は
ふ
さ
わ
し
く
あ
る
ま
い
。

▼
こ
れ
ま
で
安
全
運
転
を
続
け
て
来
て
斬
る
必
要
の
な
い
閣

僚
の
首
を
、
大
臣
病
患
者
た
ち
の
不
満
の
ガ
ス
抜
き
の
た
め

に
す
げ
替
え
た
結
果
が
こ
の
始
末
だ
。

安
倍
総
理
に
は
後
任
の
人
選
に
あ
た
っ
て
、
女
性
に
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
真
に
国
益
に
資
す
る
人
材
を
見
極
め
て
登
用

さ
れ
る
よ
う
切
望
し
た
い
。

追
記

残
念
な
が
ら
後
任
の
二
大
臣
ば
か
り
か
農
水
、
環
境
、
防
衛

大
臣
等
に
ま
で
疑
惑
浮
上
。
先
行
き
不
安
募
る
。

いかるぎ




